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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

「消費税減税急げ」「所得税法付則104条廃止を」と１万余の署名提出

　各界連は11月25日、「消費税を引き上げないこと」「くらしにかかる消費税の減税」「所得税法付則１０４条の廃止」を求めて国会要請行動と署名提出をおこない、４団体16人が参加しました。民主党衆院議員の一人は「食料品に消費税かけるのは問題、安易な増税はよくない。消費税導入のときに高校生だったので経過がよく分からない。法人税を引き上げると海外に出て行ってしまうという議論もある。私も勉強したいが、いい方法があれば教えてほしい」と話ました。ある自民党衆院議員秘書は「自分も庶民増税は反対」などと話しました。民主党が国会陳情は受けずに選挙区からの要望を幹事長室でとりまとめる方針だとされている点では、「私もおかしいと思います」と話す民主党議員秘書もいました。署名提出集会では、全商連の西村冨佐多副会長が「いまおこなわれている事業仕分けは軍事費と大企業・大資産家優遇税制に切り込まないのが問題。政党助成金や官房機密費も当然対象にすべき。民主党の弱点である財源論ではわれわれの対案を示し大いに議論をおこそう」と主催者あいさつ。激励にかけつけた日本共産党の大門実紀史参院議員は「民主党は規制緩和、民営化など新自由主義に立った政党であることは間違いなく、増税路線を持っている。来年夏の参院選までは増税の話はしたくないだろうが、通常国会は財源論が大きな争点になる。民主党は世論で動く政党でもあり、年末から通常国会にかけても国民の声を届け、参院選に向けて大きな運動をおこしていくことが大事」と報告しました。「増税反対・減税実現」署名は１万１３０人分を提出し、代表して民商・埼玉県連婦人部協議会の近藤きえ事務局長が大門議員に手渡しました。
◎庶民増税反対、財源は２つの聖域に切り込めなど訴える
＜各界連の１１月定例宣伝＞

　各界連は11月24日、新宿駅西口で11月定例宣伝をおこない、５団体17人が参加しました。全商連副会長西村冨佐多さん、日本共産党参院比例代表候補で東京都委員会副委員長の田村智子さん、年金者組合常任委員の松岡勉さん、新婦人中央委員の上野美千代さん、保団連事務局次長の森茂さんがそれぞれ訴えました。各弁士は、鳩山政権が後期高齢者医療制度廃止、官房機密費問題で公約を後退させている問題を指摘し、「事業仕分けでは、無駄遣いをなくすことができるはず。しかし、重箱の隅をつつく問題ばかり。米軍への思いやり予算や政党助成金、大企業・大資産家優遇税制にこそメスをいれるべき」「雇用、医療、くらしなどへ本格的な対策が緊急に求められている。消費税増税ではなく、家計支援・景気対策のためにも消費税減税が必要」などと訴えました。50代の男性は「間接税は税金として必要だが、消費税はよくない。消費税が導入されてからも一貫して反対してきた。こんな悪い税金は廃止しかない」と話しながら署名しました。
＜＜各地の１１月行動＞＞

★「思いやり予算などにメスを」＜大阪＞　大阪・泉南各界連は、11月の署名宣伝行動を３カ所で実施。泉南市は16日午後５時からスーパー「ラ・ムー」前で８人が参加し署名は64人分、岬町は18日に午後４時からスーパー「オークワ」前で３人が参加し29人分、阪南市は20日午前10時からスーパー「マンダイ」前で８人が参加し79人分が集まりました。「アメリカの軍事基地整備や思いやり予算などのムダをなくせ」「せめて食料品は非課税に、暮らしにかかわる消費税は減税しましょう」と訴えました。夕方の宣伝行動では、日暮れが早くなり寒い中、「消費税上がったらこまる！」「食料品は下げてほしい！」とかけ寄り署名に応じてくれました。長引く不況の中生活がたいへんな様子が伝わってきました。

★「食料品非課税など切実」と訴え＜京都＞　京都各界連絡会は11月24日、城陽市のアルプラザ城陽店前で定例宣伝を行い、４人が参加。マイクでの訴えとティッシュ付チラシを配りました。消費税をなくす京都の会代表世話人の加藤建夫さんや、城陽・久御山連絡会の吉川道子さんらが「民主党は選挙中、消費税を４年間は上げないと言っていたが、いま、鳩山内閣の閣僚から『消費税の増税論議をおこなっていく』と発言が飛び出している。子ども手当の財源に扶養控除を廃止する案も浮上。消費税・庶民増税へ安易に流れる前に新政権がやるべきことは、歳入と歳出の見直しでは」「自民党政権時代につくられた、２０１１年までに消費税増税法案を通すための法律を廃止するよう求め、庶民のふところを温めるため、食料品をはじめ、くらしにかかる消費税の減税に踏み出すよう大きく声を上げましょう」などと呼びかけました。
★「これ以上の負担は耐えられない」シール投票で圧倒的な声＜岡山＞　倉敷各界連は11月21日、９人で宣伝行動。消費税増税の賛否を問うシール投票、結果は賛成10人、反対77人と反対が圧倒的でした。反対理由は「これ以上の負担は耐えられない」55％、「大企業・大資産家から応分の負担を」32％、年代別では50代、10代、30代の順に反対の声が多くありました。署名は14人分。
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